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　美郷町敬老会が９月19日に美郷町北体育館と美郷
町中央体育館で、９月20日に美郷町南体育館でそれ
ぞれ開催され、満75歳以上の3,981人が招待されま
した。各会場では美郷町長者番付や、今年新たに敬
老会に招待された方々が誕生した昭和14年、15年
の出来事が紹介されました。さらに、演芸アトラク
ションや各こども園のお遊戯などが披露され、招待
された皆さんも終始笑顔で過ごしていました。

　10月10日と11日の両日、美郷町北体育館で第25回民謡長者の山全
国大会が行われました。今年は県内外から、一般の部に63名、熟年の
部に44名、ジュニアの部に22名の合計129名が出場し、日ごろ鍛え
た自慢ののどを披露しました。
　各部門の上位入賞者は次のとおりです。(敬称略)

美郷町敬老会
いつまでも元気に

美郷カレッジ
秋田の元気を美郷から

 各界の第一線で活躍されている方々を講師に迎え開催している美郷
カレッジの後期講座「未来をつくる」が９月26日、10月１日、10
月10日に宿泊交流館ワクアスにて開催されました。
　9月26日は、フィデアホールディングス株式会社取締役会議長で
あり、美郷大使でもある町田睿さんを講師に招き「地方創生総論」
のテーマで行われました。一般講義では地方創生の狙いに始まり、
出生率や地域の経済の課題などを通し、実際に地方を活性化させる
ために行われている取り組みなどについて学びました。
　10月１日は、元東京大学総長であり、美郷大使でもある佐々木毅
さんを講師に招き「歴史は動く～どこからどこへ～」のテーマで行
われました。一般講義では先生が触れてきた世情の変動について触
れながら、歴史を通して物事をどう捉え、理解すれば良いのかを学
び、現在の私たちを取り巻く世界や将来について考えました。
　10月10日は、株式会社龍角散代表取締役社長である藤井　太さん
を講師に招き「創業200余年　老舗企業の経営改革」のテーマで行
われました。一般講義では先生の生い立ちや株式会社龍角散の取り
組みについて語っていただき、成功の秘訣について学びました。
　一般講義の後は特別講義「夜なべトーク」で参加者は講師と直接
触れ合いながら、知識と交流を深めました。

第25回民謡「長者の山」全国大会
一般の部優勝は新保公さん（岩手県山田町）

町の話題

【一般の部】
優　　勝　新保　　公（岩手県山田町）
準 優 勝　山本あやみ（秋田市）
第 3 位　大川あけみ（秋田市）

【ジュニアの部】
最優秀賞　澤木　美晴（男鹿市）
優 秀 賞　太田なな子（鹿角市)
優 秀 賞　立石　静玖（大館市)

【熟年の部】
優　　勝　斎藤きょう子（秋田市）　
準 優 勝　鎌田七五三吉（男鹿市)
第 3 位　佐藤　ツギ子（鹿角市）

藤井 　太 氏

町田 睿 氏

佐々木 毅 氏
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風

　９月27日に秋田市八橋運動公園球技場でブラウブリッツ秋田
対Ｊリーグ・アンダー22の試合が行われ、美郷FCスポーツ少年
団の子どもたちがブラウブリッツ秋田のエスコートキッズを務め
ました。
　この試合は、町と連携協定を結んでいる日本航空株式会社
（JAL）のスポンサー試合で、「美郷の未来のＪリーガーに本物
のピッチを感じてほしい」というJALの温かいお声掛けにより実
現しました。エスコートキッズを務めた子どもたちは、大観衆の
中、選手としっかり手を握り堂々とピッチに入場し、キックオフ
直前の緊張感を味わいました。

美郷FCスポ少が
エスコートキッズとして大活躍！

JALプレゼンツブラウブリッツ秋田ホーム戦
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友
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ぶ
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付
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歴史民俗資料館・佐々木毅記念室歴史民俗資料館・佐々木毅記念室
オープニングセレモニーでオープニングセレモニーで
あいさつする松田町長あいさつする松田町長

歴史民俗資料館・佐々木毅記念室
オープニングセレモニーで
あいさつする松田町長

美
郷
町
長　

松
田
知
己

経
験
と
気
付
きし

わ
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